




A Study on the Trial to Visualize the Process of Building Relationships 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































く上で感じるゆきづまりを整理すると、第Ⅱ期の “長期的な自立支援 vs瞬時の受容” や第Ⅳ
期の “間接的支援 vs近接的援助” という「時間的展望を伴うゆきづまり」や、第Ⅱ期・第Ⅲ
期で見られた “集団 vs個” という「集団と個を担う重層的文脈に関するゆきづまり」、また、
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